



































































































































































浮体No No．1 No．2 No。3
L：垂線問長（m） 0，682 0，966 1，184
B：幅（m） 0．　136 0，096 O，078
d：喫水（m） 0．05 0．05 0．05
S：浸水表面積（η22） 0．　107 O，128 0．　142ダ
△：排水量（9） 2，838 2，835 2，819
△：排水量（t） 0．002840．002830．00282
Sc：中央横断面積（〃22） O．005340．003770．00306
Sw：水線面積（灘2） 0．0732 0．0733 0．0733
冊 5 10 15
B凡 0．2 0．　1 0，066
Bld 2．72 1．92 1．56
弼 0，368 0，521 0，641
L！d 13．64 19．32 23．68
旺 0．0733 0．0518 0．0422
δ：方形係数 0，612 0，611 0，610
φ：柱形係数 0，779 0，778 0，777
β：中央横断面係数 0，785 0，785 0，785
γ：縦柱形係数 0，708 0，774 0，769
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製作目榎の設定 設計 模型の製作 製作日程の設定
牒作業人員紛選定と確保 必要物品の調達
仕様の確認・再設定 日程の再調整 最終調整と試運転
完成
作業の流れ
2．作業手順と注意点について
①雄型の製作
　船体をFRPで製作しようとする場合、直接雌型を造るのではなく、まず雄型を製作することを
お勧めする。雄型は完成品とほぼ同型である上、雌型に比ぺて格段に凹凸が見えやすいので手直し
等が非常に容易である。材質は主に硬質ウレタンフォームを用い、荒削りでは、のこぎりやのみあ
るいはグラインダを使用し、紙やすりやサンダーにて仕上げる。しかし、これだけでは表面に細か
な凹凸が残りまだまだ「型」としては不適であるため、いわゆる「目潰し」が必要であるが、この
際FRPとほぼ同じ組成であるポリエステルパテ（使用法は積層の項を参照されたい）を用いるの
が最も有効である。理由としては、イラカパテのようなエマルジョン系のパテはFRPと相性が悪
く、離型性に欠けているためであるが、ポリエステルパテを用いる場合は、まずポリパテ離型剤を
塗布した後にFRP離型用WAXを塗布することが肝要である。
56
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②雌型の製作
　①で製作した雄型の外周にFRPを積層することを以って雌型とする。（フランジも忘れずに・・）
　FRPの積層に際しては、下準備として、スチレン溶液、硬化剤（パーメックN他）、アセトン、
ガラス繊維（不織布、クロス）、溶液混合用バケツ、塗布用ローラー、脱泡用ローラー、スポイト、
ビニール手袋、活性炭マスク、防護服、防護眼鏡を用意する。そしてガラス繊維を型に合わせては
さみを入れておく。FRPの積層では、M（不織布）単層、C（クロス）単層、MM2層、MC2層、
MCM3層、MMCM4層など多彩な組み合わせが存在するが、雌型のようにある程度の剛性と修正
に耐えうる厚みを持たせるためにも最低限MCM3層は積層したいところである。次にFRP溶液の
混合にっいてであるが、混合配分に関しては、スチレン溶液100ccに対して硬化剤1ccが基本で
ある。気温が高い場合（25℃以上）硬化剤の量を数cc減じておいた方が硬化時間が遅れて大面積
における作業性が良くなる。製造から2年以上経過したスチレン溶液を使用する場合も同様に硬化
剤を減じた方が良い。FRPの硬化反応は、空気中に含まれる水分をスチレン混合液が吸収し、その
重合反応に使用されて発現するため、硬化中にドライヤーなどを当てるよりも、作業前に周囲に打
ち水などをして湿度を上げておいた方が硬化時問の短縮には有効である。ただし、絶対にスチレン
混合液に直接水を混合してはならない。スチレンの重合反応が急激になり反応物が過熱となり、場
合によっては発火するおそれがあるからである。また、スチレン溶液、硬化剤、アセトンは共に引
火性があり、特に硬化剤は爆発性を有するためその取り扱いには十分警戒する。
　また、ガラス繊維を1層積層する度にしっかりと脱泡することが非常に重要である。脱泡不良と
なると急激に強度・剛性が低下する上に浸水の原因となるからである。
　かくして硬化が完了したら、いよいよ雄型との分離作業に移行する。雄型の一部は後ほど船体の
構造強度部材として用いる都合上なるべく原型のまま分離されたい。そこで、先に分離しやすい部
分から隙間を開けていき、そこにホースからの水を注入することで自然に分離していくと比較的簡
単に離型ができるであろう。
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③船体の積層
　ようやく船体の積層に入るわけだが、型を積層した際との違いは以下の2点である。
　第一に、雌型にFRPを積層する前にゲルコートの吹付けを行うということである。このゲルコ
ートは、船体表面の塗装的な要素が強く、多彩な色が用意されているが、場合によってはゲルコー
トの吹付けをせずに、船体が完成してからウレタン塗料を吹付けるという手法もあるが作業手順は
非常に酷似しているためここでまとめて紹介しておく。ゲルコートを吹付ける際に用意すべき道具
は、ゲルコート溶液、硬化剤（パーメックN）、アセトン、コンプレッサー、スプレーガン、防護
具一式である。混合比率はFRPと同じであるが、ゲルコート溶液の粘度が高い場合はアセトンで
希釈することも可能である（ウレタン塗料の場合は、ウレタン硬化剤を重量比で4：1で混合した
上でウレタンシンナーを少々加えておいた方が硬化性が良い）。スプレーガンにかける圧力は
0．25MPa～0．35MPaぐらいがよい。また、吹付けは一度で全てを終わらせようとするのではなく、
5～6回にわけて、少しずつ塗面を滑らかにしていくのが良い。
　第二に、積層の際に強度を求めて単純に3層4層と分厚くしていくのではなく、船体の長さが4m
ぐらいまでなら、MC2層の上に幅を5～10cmぐらいにしたガラスマット（M）をキールやフレー
ムに当る部分に追加積層すると、以外に強靭で、かつ軽量な船体を造ることができる。
60
』4
」?
??
毎晦
㌧
61
④船体の仕上げと機関部の取り付け
船体をコンパウンド等で丁寧に仕上げ、機関部を接続する。
機関部はアルミニウムあるいは鉄のパイプ、さらには廃棄された自転車を用い、溶接を施してフ
レームを構成し、ギアやドライブシャフトを搭載して機関部とする。
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3．おわりに
　人カボートに限らず全てのものづくり分野において目的を達成するために重要な要素としては
次の3つの条件が挙げられるであろう。それは、勇気・行動力・技術力である。何か作りたくなっ
たらどんな事があっても完成させようというやる気が重要であるし、重要な局面を迎えた場合には
勇気を持って判断を下さなければならない。思い立ったらすぐに実行に移してみようではないか、
あれやこれや考え続けても時間が過ぎてゆくだけということも大いにあり得る。考えなしに行動す
るのは全く以ってだめであるが、行き詰ったらいろいろと思いつくままに試してみよう。案外と答
えはあっけない単純なことが多い。そして最も重要な要素が技術力である。まずはいろいろな場面
に応じた的確な工具の選択と、その正しい使用法を身に付けることが基本である。基本を正しく理
解し、使用法をマスターすることで設計通りの正確なものを作ることができるし、場合によっては
予定されている以上のものができることもある。ねじのたった一本でもボルトのたった一本でも製
品の全体の性能に関わってくるという意識で丁寧に作業しよう。
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